







（1） a. アタマが痛い b. My head aches.
c. 釘のアタマ d. the head of a nail
e. 行列のアタマ f. the head of the line











































































































































（20） a. She stuck her head out of the window.「彼女は窓から顔を突き出した」









（21） a. flower head「頭状花」




（22） a. the head of a nail/hammer「釘／金槌の頭」
b. the head of a mountain/hill「山／丘の頂上」
c. the head of a boil「瘤（こぶ）の頭」
d. the head of a glass of beer「コップのビールの泡」
e. the head of the page/list「ページ／リストの上部（見出し）」
これらの例における“head”は【物体】の〈上部〉という意味において用いられていること
は明らかであるが，次のような例はどうであろうか。
（23） a. the head of a lake「湖頭；河水の流入する側」
b. the head of the Nile「ナイル川の水源」









（25） a. the head of a state「国家元首」






（26） a. the head of a bed「ベッドの頭（枕の部分）」




（27） a. the head of a parade/procession「パレード／行進の先頭」
b. move to the head of the line「行列の先頭に移動する」








（28） a. close-cropped head「短く刈った頭（＝髪）」
b. to shave one’s head「髪の毛を剃る」
c. to wash one’s head「頭（＝髪）を洗う」
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d. to comb one’s head「髪に櫛をいれる」
これらの例のような【頭部全体】から【頭髪】への指示範囲のずれは，さらにメトニミーによ
って，次の例のように〈髪色〉にまで意味拡張する。








（30） a. My head aches.14）「頭が痛い」






（31） a. Use your head.「頭を使いなさい（＝よく考えなさい）」
b. She has a good head for mathematics.「彼女には数学の才能がある」




（32） a. to take it into one’s head「あることをしようと心に決める」
58 福井大学教育地域科学部紀要 Ⅰ（人文科学　外国語・外国文学編），62，2006











（33） a. to do a head count (=to count heads)「人数を数える」




（34） a. 100 head of cattle「100頭の牛」













































一つは，例えば，「アタマの先からつま先まで」（すっかり，完璧に）vs.“from head to foot”
（全身，完全に），「アタマ越しに」（人の頭越しに何かをする，中間にいる者の立場を無視して，
直接相手に働きかける）vs.“over someone’s head”（人の頭越しに，人を差し置いて），「アタ
マが弱い」（頭が悪い，愚かな）vs.“weak in the head”（頭が弱い，愚かな）などのように表現
形式がパラレルな相似形を示し，かつ，意味的にも類似性を示すものである。









































12）さらに〈最も重要な位置〉という意味の抽象度が高くなると，文法用語における“the head（of the noun
phrase）”〈（名詞句の）主要部〉のような意味も出てくる。
13）「頭」を意味する語が〈上部〉〈前部〉などへ意味拡張していくプロセスは日本語や英語以外の諸言語にもし
ばしば見られることが指摘されている（Svorou 1993; Heine 1997; Heine & Kuteva 2002）。







特徴，すなわち『知能』をとりあげているということだ」（Lakoff & Mark 1980: 54）。
16）「頭」という語は含まれないが，日本語では「首をかける」というイディオムの表現に類似の発想が見られる。
17）どちらかのタイプにきちんと収まるわけではないが，「石アタマ」（頑固で融通が利かないこと・人）vs.“to
have rocks in one’s head”（頭の中に岩がある⇒愚かな，分別がないこと）のように表現形式において必ずし
も相似形は示さないが，発想において，ある種の共通性が垣間見られ，しかも意味的には類似性を示すイデ
ィオムもある。
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